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　防災行政無線強靭化事業として

移動系無線設備（携帯型・車載型

無線機等）を更新します。また県

や各市町村等に整備されている秋

田県総合防災情報システムの設備

更新を進めます。

令和６年７月の梅雨前線豪雨に

より被害を受けた農業施設、道路

および河川の復旧工事や急傾斜地

「がけ」の崩壊から住民の生命財

産を保護するための対策を行いま

す。

　身体障害者手帳の交付対象とな

らない軽度または中等度の聴覚障

がいを有する１８歳以上の方に対

して、補聴器購入費の２分の１を

助成します。（上限５０，０００円）

　消防・救急デジタル無線は、活

動部隊と指令センターを繋ぐ重要

な設備です。平成２４年度の運用

開始から１２年が経過し、老朽化し

ていることから更新するものです。

　後期高齢者医療制度に加入され

ている方々の病気の早期発見や健

康状態の維持を図りながら、医療

費適正化と保険料減少に結びつけ

ることを目的とし特定健康診査を

実施します。受診料は無料です。

　健康管理や子育て支援等の業務

に係る「健康管理システム」を、

ガバメントクラウド（政府共通の

クラウド基盤）を活用した標準準

拠システムへ移行するため、各種

環境整備を行います。

　大腸がん、乳がん、子宮頸がん、

胃がん、肺がん、前立腺がん等の

各種検診を実施します。今年度か

らすべての検診がｗｅｂやコール

センターによる「予約制」となり

ます。

２０５０年の脱炭素社会を実現す

るため、「にかほ市ゼロカーボン

シティ」を宣言しました。地球温

暖化防止実行計画に基づき、官民

が連携して施策を推進します。

　市民の足となっているコミュニ

ティバスを運行します。運賃は一

律２００円で、市内在住の小中学

生、７５歳以上の高齢者、運転免許

証返納者、障がい者を対象に乗車

を無料化しています。

　若年層の定住化や地元回帰を促

進するため、白幡森周辺エリア基

本構想に基づき、若者支援住宅の

整備やエリア全体の開発に必要な

インフラである道路整備等を行い

ます。

　象潟前川地区景観保全型ほ場整

備事業に合わせ、地区内を縦断す

る市道象潟前川線を整備するとと

もに、象潟九十九島の景観を保護

するために、無電柱化を図ります。

　将来にわたり安定的に良質なサ

ービスの提供を継続するため、上

下水道管や上下水道処理施設等の

効率的な更新・整備を進めるとと

もに、安全で持続可能な事業運営

に努めます。

　子どもが病気あるいは回復期の

とき、仕事を休むことができず家

で看護することができないときに

専用施設で一時的に保育を行い、

保護者の子育てと就労の両立を支

援します。

　奨学金の貸与を受け返還する方

に対し、奨学金返還に対する助成

を行うことにより経済的負担を軽

減し、若者の地元就職と定住およ

び人材確保の促進を図ります。
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　景観保護や環境保全、市民の健

康増進に資するため、また観光客

等交流人口の拡大を目的とし、中

島台レクリエーションの森内の木

道をはじめとした不具合箇所の修

繕等を行います。

　環境プラザの設備維持管理のた

めの定期点検整備工事を継続して

実施するとともに、令和７年度は

経年劣化による高架煙道ケーシン

グ補修工事を実施し、安定した施

設運営につなげます。

　出会いの機会から結婚までの支

援を重点的にサポートする結婚相

談所等に係る入会金や活動サポー

ト費の助成を行います。また、地

域での出会いの場を提供するイベ

ントに補助金を交付します。
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